
※講談会は、記念式典終了後に開催となります。

12月14日日

鹿沼・粟野合併20周年記念事業　鹿沼市民文化センター友の会40周年記念事業

主催：鹿沼市民文化センター友の会　後援：鹿沼市・鹿沼市教育委員会・（公財）かぬま文化・スポーツ振興財団
お問い合せ：鹿沼市民文化センター友の会　☎0289-65-5581
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かぬまケーブルテレビホール（鹿沼市民文化センター） 大ホール
12月14日（日）　開場：午後１時  開演：午後１時30分

全席自由入 場 料

出 演 者

多目的ギャラリー他記念作品展

小ホール　ホワイエ　茶券300円茶 会

神田松鯉　神田昌味　神田松樹

かぬまケーブルテレビホール  大ホール
（鹿沼市民文化センター）

令和７年

午後1時
午後1時30分開演

開場

12月13日（土）午前９時30分～午後５時
12月14日（日）午前９時30分～午後４時30分
（洋画・日本画・版画・立体等・総合工芸等）

令和７年10月４日(土)より販売開始
（鹿沼市民文化センターでは、お電話でもご予約可能です。）

・かぬまケーブルテレビホール（鹿沼市民文化センター）
 ☎0289ｰ65ｰ5581　※火曜日休館
・TKCいちごアリーナ（鹿沼総合体育館）
 ☎0289ｰ72ｰ1300　※月曜日休館

（月曜祝日の場合は翌日休館）

円500
記念式典

※未就学児入場不可
 （チケット受け渡し時
会員証をお持ちください）友の会会員無料



プロフィール
神田松鯉 かんだしょうり

神田昌味 かんだまさみ

 芸 歴
1961年　芸界入り。新劇や歌舞伎等の役者を経て、
1970年　二代目神田山陽に入門。名前は「陽之介」。
1973年　二ツ目に昇進。名を「神田小山陽」と改める。
1977年　真打に昇進。
  神田派の宗家「二代目神田伯山」の隠居名で有る
  「神田松鯉」の三代目を襲名。

 役 職
日本講談協会 名誉会長

（写真：武藤奈緒美）

 活動内容
古典講談の他、「ビジネス講談」で企業や各種団体等へ、
幅広く活動。 
 得意ネタ
「赤穂義士伝」「天保六花撰」「水戸黄門記」「徳川天一坊」
「柳沢昇進録」「寛永宮本武蔵伝」「天明白浪伝」
「慶安太平記」「祐天吉松」「旗本五人男」「畔倉重四郎」
「村井長庵」「幡随院長兵衛」「太閤記」等の連続講談
の他、一席物も多数。

 受賞歴
1977年　第一回講談奨励賞
1977年　第六回放送演芸大賞ホープ賞
1988年　第四十三回文化庁芸術祭賞を受賞。
2019年　重要無形文化財 (人間国宝）認定
2021年　旭日小綬章 受章
2021年　第三十八回浅草芸能大賞 大賞

 活動内容
独演会「昌味を味わう会」の他、子供向けの講談会、講
談教室を岐阜県恵那市、栃木県宇都宮市で開くなど意
欲的に活動している。

 得意ネタ
「幡髄院長兵衛」・「修羅場シリーズ(ダイエット・整形・お
見合い)」など。

神田松樹 かんだまつき

 役 職
日本講談協会 副会長
恵那観光大使（岐阜県恵那市）
かぬまふるさと大使（栃木県鹿沼市）
 芸 歴
1989年　講談師・二代目神田山陽に入門。3月に初高座。前座名「昌美」。 
  のちに「昌味」と改名。
1996年　二ツ目に昇進。
1999年　真打に昇進。

　芸 歴
2023年10月　松鯉に入門。

1992年


